
…一大
…………………
竹
…………………
市
…………………
遺
一………………
族
…………………
会
…

大

竹

市

遺

族

会

概

況

-
沿
革
の
大
要

大
竹
市
遺
族
会
は
、
昭
和
二
十
九
年
九
月

一
日
市
町
村
合
併
促
進
法
に
基
づ
い
て

の
大
竹
市
制
施
行
後
昭
和
二
十
九
年
十
月
、
会
員
の
相
互
援
助
と
団
結
を
強
固
に
し

て
戦
没
者
遺
族
の
擁
護
、
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
合
併
前
の
大

竹
町
、
小
方
町
、
玖
波
町
、
栗
谷
村
、
友
和
村
(
現
佐
伯
町
の
一
部
)
の
一
部
松
ケ

た。 原
地
区
を
単
位
に
支
部
と
し
て
組
織
し
、
会
長
に
上
杉
隆
雄
氏
を
推
載
し
て
発
足
し

-

主

な

役

員

(@
印
現
職
)

t. 
ヨエ

長

。
松
崎

上
杉

隆
雄

(昭
和
二
十
九
年
十
月
i
昭
和
三
十
三
年
三
月
)

岡
田

勝

(昭
和
三
十
三
年
四
月
1
昭
和
五
十
二
年
二
月
)

醍
醐

英
昭

(昭
和
五
十
二
年
二
月
1
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
)

畠
中

時
義

(昭
和
五
十
九
年
四
月
1
平
成
五
年
四
月

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
か
ら
五
十
九
年
三
月
ま
で

会
長
代
行
)

月
夫
(
平
成
五
年
四
月
i

高1婦

人

部

長

青
壮
年
部
長

t. 
:z;:;え

-
会正

会
員

準
会
員

改
正

-
活

大
竹
支
部

(各
支
部
長
を
充
て
る
)

畠
中

時
義

@
若
本

ム一
品

長

方

@
片
岡

玖

波

栗松
ヶ
原

@
広
兼

中
山
リ
ツ
子

安
井

計
@
松
本

費

岩
本
朝
次
郎

@
山
田

利
夫

(
立
戸
)

城

@
中
本

林

谷

。
松
崎

月
夫

林
原

íî~ 

重
喜

。
舛
本

久
恵

義
巳

@
若
本

修
助

春
高

一
、

0
0
0円

二
、

0
0
0円
(
平
成
二
年
改
正
)

昭
和
五
十
八
年
度

昭
和
五
十
三
年
度

昭
和
四
十
五
年
度

動

〈慰
霊
祭
等
に
つ
い
て
〉

一
、
五

O
O円

一
、
二
O
O円

一
、

0
0
0円

修
助

政
夫

信
夫

中
山

作

-427-

O
昭
和
三
十
二
年
八
月
、
十
三
回
忌
戦
没
者
追
悼
法
要

主
催

遺
族
会

方
法

イム

式



大
竹
小
学
校
講
堂

O
昭
和
四
十
三
年
十
月
、
建
立
し
た
慰
霊
碑
(
碑
文
は
、
靖
国
神
社
筑
場
藤
麿
宮

場
所

司
ご
揮
官
宅
)

の
除
幕
式
と
戦
没
者
慰
霊
祭

主
催

遺
族
会

方
法

神

式

場
所

大
竹
招
魂
社

O
昭
和
四
十
四
年
八
月
東
本
願
寺
裏
方
を
お
迎
え
し
て
戦
没
者
追
悼
法
要
を
行
な

い
ご
法
話
を
聴
く

主
催

遺
族
会

方
法

仏

式

場
所

大
竹
中
学
校
講
堂

O
昭
和
五
十
二
年
十
月
三
十
三
回
忌
戦
没
者
追
悼
法
要

主
催

遺
族
会

方
法

仏

式

場
所

大
竹
中
学
校
講
堂

O
昭
和
五
十
五
年
五
月
終
戦
三
十
五
周
年
記
念
戦
没
者
遺
族
大
会
(
ア
ト
ラ
ク
シ

ヨ
ン
と
し
て

二
時
間
三
十
分
浪
曲
演
歌
、
万
才
、
奇
術
、
歌
謡
曲
な
ど
の
演
芸

を
行
な
う
。
)
を
挙
行
、
功
労
者
に
感
謝
状
贈
呈

主
催

遺
族
会

場
所

大
竹
市
総
合
体
育
館

経
費

約

一
O
O万
円

O
昭
和
六
十
年
十
月
終
戦
四
十
周
年
を
記
念
し
て
建
立
し
た
石
碑
(
碑
文
「
平
和

の
礎
」
は
書
道
家
織
田
金
次
郎
氏
ご
揮
官
宅
)

の
除
幕
式
と
戦
没
者
慰
霊
祭

主
催

遺
族
会

方
法

場
所

経
費

神

式

大
竹
招
魂
社

約
二

O
O万
円

O
毎
年
四
月
戦
没
者
慰
霊
祭

大
竹
市
戦
没
者
崇
敬
会

主
催

方
法

場
所

神

式

O
昭
和
五
十
三
年
六
月
十
二
、
十
三
日
皇
居
拝
観
と
靖
国
神
社
団
体
参
拝
、
団
長

大
竹
招
魂
社

畠
中
時
義
以
下
四
十
二
名

O
昭
和
五
十
四
年
十
月
三
十
日
か
ら
十
一
月
二
日
の
四
日
間
皇
居
清
掃
奉
仕
と
靖

国
神
社
団
体
参
拝
、
団
長
畠
中
時
義
以
下
四
十
三
名

〈
継
続
実
施
の
も
の
〉

国
・
県
で
計
画
実
施
の
団
体
参
拝
・
海
外

- 428一

O
全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ

代
表
参
列
、

戦
跡
慰
霊
巡
拝
へ
の
関
係
者
の
参
加
援
助

O
春
季
広
島
護
国
神
社
で
行
な
わ
れ
る
戦
没
者
慰
霊
大
祭
へ
団
体
参
拝

-
忠
魂
碑
な
ど

O
別
添
写
真
の
と
お
り
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皇居富士見櫓前

皇居富士見櫓前 (S54.11.2)
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広島県遺族会鋪国参拝団 (於皇居、 1964)

奉仕を終り靖国神社ヘ参拝記念 (S58.10. 6) 

-431-



東
宮
御
所
の
奉
仕
団
休
憩
所
に
て
、
皇
太
子
殿
下
と
お
逢
し

た
後
の
休
憩
、
他
の
奉
仕
団
も
共
に

(大
竹
遺
族
会
)

.~ 

皇
居
清
掃
奉
仕
団
宿
舎
に
て
、
岸
田
文
武
先
生
来
舎
の
際
の

記
念
写
真

(S
日

・

ω
・
2
夜
)

-432ー



皇
居
清
掃
奉
仕
団

(大
竹
市
)



誠忠碑 (大竹市)
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あ

カ官、

き

と

今
年
平
成
五
年
は
、
冷
夏
長
雨
に
よ
る
史
上
最
悪
と
言
わ
れ
る
凶
作
に
伴
う
米
不

足
が
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
。

戦
前
主
食
は
勿
論
生
活
物
資
ほ
か
全
般
に
亘
る
物
不
足
に
も
、
聖
戦
、
東
洋
平
和

国
歌
国
民
の
安
泰
幸
福
の
た
め
と
耐
え
忍
び
、
戦
後
は
戦
争
に
よ

っ
て
最
愛
の
肉
親

を
失

っ
た
失
意
の
中
に
も
一課
を
か
み
祖
国
の
復
興
と
繁
栄
に
汗
し
た
苦
し
か

っ
た
往

時
を
顧
み
、

G
N
P
世
界
第
二
位
に
ま
で
経
済
成
長
し
た
現
状
に
浸
る
と
き
戦
没
者

へ
の
思
い
が
よ
み
が
え
り
感
真
に
無
量
で
あ
る
。

遺
族
会
も
、
戦
後
二
十
才
代
で
あ

っ
た
会
員
が
早
や
古
稀
の
境
に
入
る
程
に
高
齢

者
の
組
織
と
な
り
今
後
の
活
動
に

一
抹
の
寂
し
さ
が
感
ぜ
ら
れ
る
。

園
、
県
等
を
通
じ
て
遺
族
の
援
護
が
今
日
ま
で
拡
充
改
善
さ
れ
て
き
た
が
今
後
も

更
な
る
向
上
に
向
か

っ
て
団
結
を
強
め
、
目
的
の
達
成
を
図
ら
な
け
れ
ば
と
考
え
る。

お
わ
り
に
、
資
料
不
足
に
よ
り
や
む
な
く
記
憶
に
頼

っ
た
た
め
に
正
確
を
欠
い
た

点
に

つ
い
て
は
お
許
し
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

大
竹
市
招
魂
社

名

称

大
竹
市
招
魂
社

鎮
座
地

大
竹
市
白
石
一
丁
目
四

例
祭
日

毎
年
四
月
第
三
日
曜
日

書リ

建

明
治
三
十
九
年
三
月

祭
神
数

一
、
四
五
七
柱

大
竹
市
招
魂
社
は
、
明
治
三
十
九
年
三
月
権
現
山
上
に
建
立
さ
れ
て
、
日
清
戦
争
、

古、， 、

北
清
事
変
、

日
露

戦
争
の
戦
没
者
を

奉
斎
し
、
招
魂
祭

が
執
行
さ
れ
た
。

昭
和
四
年
に
は

大竹市招魂社

大
竹
町
と
油
見
村

の
合
併
に
よ
り
油

見
村
の
戦
没
者
を

合
柁
し
、
昭
和
九

年
四
月
、
権
現
山

上
の
招
魂
社
を
は

じ
め
誠
忠
碑
や
凱

-436-

旋
記
念
碑
は
白
石

の
大
滝
神
社
境
内

昭
和
二
十

一
年
四
月
、
復
員
帰
郷
し
た
戦
友
が
大
竹
招
魂
社
奉
賛
会
を
結
成
し
、

に
遷
座
さ
れ
た
。

魂
社
が
執
行
さ
れ
た
。

武
装
し
た
占
領
軍
の
立
哨
兵
監
視
の
下
、
通
訳
を
置
く
と
い
う
異
常
な
状
況
下
で
招

そ
の
後
昭
和
二
十
六
年
に
は
木
野
村
が
合
併
さ
れ
、
同
二
十
九
年
に
は
大
竹
町
、

小
方
町
、
玖
波
町
、
栗
谷
村
、
友
和
村
松
ヶ
原
が
合
併
さ
れ
て
大
竹
市
と
な
り
、
こ

招
魂
社
と
し
て
は
群
を
抜
い
て
い
る
。

れ
ら
の
地
区
出
身
の
戦
没
者
が
合
間
さ
れ
、
ご
祭
神
数
も
千
四
百
五
十
七
柱
と
地
区

昭
和
三
十
年
四
月
に
は
遷
座
二
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
大
竹
市
招
魂
社
奉
賛

会
、
同
遺
族
会
、
岡
県
道
連
盟
の
協
同
に
よ
り
、
道
場
造
の
拝
殿
を
新
築
し
、
同
四



十
二
年
四
月
諸
般
の
情
勢
に
鑑
み
、
「
大
竹
市
招
魂
社
奉
賛
会
」
を
「
大
竹
市
戦
没

者
崇
敬
会
」
と
改
称
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

御

緒

由

大
竹
市
招
魂
社
は
大
竹
市
出
身
者
に
し
て
明
治
以
後
官
命
ま
た
は
公
務
に
よ
り
軍

に
従
い
、
戦
禍
を
被
り
悠
久
の
大
義
に
殉
じ
護
国
の
神
と
な
ら
れ
た
方
々
の
御
霊
を

奉
杷
し
て
い
る
。

明
治
三
十
三
年
権
現
山
の
麓
の
三
叉
路
の
傍
に
大
竹
村
に
よ
り
、

日
清
戦
争
北
清

事
変
の
従
軍
者
の
凱
旋
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
た
。

明
治
三
十
九
年
三
月
大
竹
小
学
校
で
挙
行
さ
れ
た
日
露
戦
争
凱
旋
祝
賀
式
の
後
、

権
現
山
上
に
大
竹
招
魂
社
が
建
立
さ
れ
て
、

日
清
戦
争
北
清
事
変
日
露
戦
争
の
戦
没

者
を
合
間
し
、
在
郷
軍
人
会
に
よ
っ
て
招
魂
祭
が
執
行
さ
れ
た
。

大
正
三
年
三
月
大
竹
町
と
油
見
村
の
協
同
に
よ
り
権
現
山
上
に
誠
忠
碑
が
建
立
さ

れ
た
。昭

和
四
年
大
竹
町
と
油
見
村
が
合
併
し
、
油
見
村
の
戦
没
者
を
合
杷
し
た
。

昭
和
九
年
四
月
既
に
諸
用
地
造
成
の
た
め
に
山
容
を
失
い
つ
つ
あ

っ
た
権
現
山
上

の
大
竹
招
魂
社
及
び
誠
忠
碑
は
、
山
麓
の
凱
旋
記
念
碑
と
共
に
白
石

一
丁
目
の
大
滝

神
社
境
内
に
遷
座
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
米
軍
に
よ
っ
て
広
島
市
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、

た
ま
た
ま

当
日
大
竹
町
小
方
町
玖
波
町
よ
り
広
島
市
に
出
動
し
た
義
勇
隊
員
や
動
員
学
徒
の
被

爆
戦
没
者
数
は
お
び
た
だ
し
く
、
後
そ
の
写
真
は
他
の
戦
没
者
の
写
真
と
共
に
招
魂

社
の
拝
殿
に
多
く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
二
十

一
年
四
月
前
年
大
東
亜
戦
争
終
戦
に
よ
り
九
死
に

一
生
を
得
て
復
員
帰

郷
し
た
者
が
相
集
い
、
大
竹
招
魂
社
奉
賛
会
(
会
長

所
義
彦
)
を
結
成
し
、
占
領

軍
の
武
装
し
た
立
哨
兵
監
視
の
下
、
通
訳
を
置
い
て
、

亡
き
戦
友
の
慰
霊
招
魂
祭
を

執
行
し
た
。

昭
和
二
十
六
年
大
竹
町
と
木
野
村
が
合
併
し
木
野
村
出
身
戦
没
者
を
合
間
し
た
。

昭
和
二
十
九
年
大
竹
町
、
小
方
町
、
玖
波
町
、
栗
谷
村
、
友
和
村
松
ヶ
原
が
合
併

し
て
大
竹
市
と
な
り
、
祭
神
の
出
身
地
を
大
竹
市
全
域
に
拡
大
し
て
合
杷
し
た
。

昭
和
三
十
年
四
月
大
竹
市
招
魂
社
遷
座
二
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
大
竹
市
招

魂
社
奉
賛
会

(
会
長

所
義
彦
)
大
竹
市
遺
族
会
(
会
長

上
杉
隆
雄
)
大
竹
市
県

道
連
盟
(
会
長

陣
場
情
吾
)
の
協
同
に
よ
り
、
従
来
例
祭
に
遺
族
を
初
め
参
拝
者

が
多
く
拝
殿
狭
小
の
た
め
之
を
祝
詞
殿
と
し
、
道
場
造
の
拝
殿
を
新
築
し
た
。

昭
和
四
十
二
年
四
月
大
竹
市
招
魂
社
奉
賛
会

(
会
長

長
門
峯
政
)
を
大
竹
市
戦

没
者
崇
敬
会
と
改
称
し
た
。

勾，.
q

‘υ
 

aaz 

昭
和
四
十
三
年
十
月
大
竹
市
遺
族
会

(会
長

岡
田
勝
)
に
よ
り
慰
霊
碑
が
建
立

さ
れ
た
。

昭
和
四
十
九
年
九
月
大
竹
市
招
魂
社
遷
座
四
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
大
竹
市

戦
没
者
崇
敬
会

(会
長

長
門
峯
政
)
大
竹
市
遺
族
会
(
会
長

岡
田
勝
)
が
協
同

し
て
、
千
四
百
五
十
七
住
の
神
霊
録
を
奉
納
し
た
。

慰
霊
祭
は
大
竹
市
戦
没
者
崇
敬
会
の
主
催
に
よ
り
毎
年
四
月
に
執
行
し
て
い
る
。

昭
和
五
十
九
年
四
月

大
竹
市
戦
没
者
崇
敬
会



ミ

川
町
魂
社

左
側
の
庭

明
治
一一
十
一一-
年
建
設
(
虫
…
石

凱
戦
記
念
碑

陪
軍
大
将
伯

一
爵

野
津
道
彦
主
円
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権
引
山
頂
よ
リ
昭
和
九
年
四
月
招
魂
社
境
内
に
遷
座
さ
れ
た

誠
忠
碑

大
正
一二
年
三
月
建
設
(
御
影
石
)

明
治
三
十
ヒ
年
八
月
戦
没
記
念
碑

(二
三
一

名
)

陀
軍
大
将

寺
内
一止
毅
世
一H



西
南
の
後

l

日
清
戦
争

6

北
清
事
変

4

日
露
戦
争
幻

シ
ベ
リ
ア
山
只

2

卜
海
事
変

l

満
洲
事
変

l

支
那
事
変
幻

大~ ~ 
理 主 f' 
山 " ， 
議乙 dグ
変 fiF /i 
lお 1jP 

下
の
名
街
は
御
影
ホ

m和
阿
卜
三
年
卜
川
建
設

原寸
，じρ

萱一
品

大竹市招魂社境内慰霊碑

iJP英需の名前を名記1，258名(碑は簿茶のイゴ)
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大
竹
市
慰
霊
碑
忠
魂
碑
の
菜

(
大
龍
神
社
境
内

大
竹
市
白
石
一
丁
目
八
六
)

O
凱
旋
記
念
碑

明
治
三
十
三
年
建
設

権
現
山
麓
の
三
叉
路
傍
よ
り
大
滝
神
社
境
内
に
遷
座
さ
れ
た
(
昭
和
九
年
四
月
)

現
在
地
に
、
明
治
二
十
七
、
八
年
戦
没
者
記
念
碑

O
誠
忠
碑

大
正
三
年
三
月
建
設

大
竹
村
々
長

明
治
三
十
七
、
八
年
戦
没
記
念
碑

小
田
武
右
衛
門
、
陸
軍
大
将

寺
内
正
毅
書

O
慰
霊
碑

昭
和
四
十
三
年
十
月
建
設

大
竹
市
遺
族
会
々
長

筑
波
藤
麿
書

岡
田

勝
、
靖
国
神
社
宮
司

O
碑
文
碑

遺
族
会
役
員
集
文

広
大
門
秀
一
氏
撰
文

O
平
和
の
礎

昭
和
六
十
年
十
月
建
設

大
竹
市
遺
族
会
々
長

畠
中
時
義
、
織
田
金
次
郎
先
生
書

O
忠
魂
碑

大
竹
市
木
野
一
丁
目
山
頂

昭
和
十
年
建
設
、
在
郷
軍
人
の
方
々
の
手
に
よ
り
建
設

O
慰
霊
植
樹
の
碑

大
竹
市
小
方
一
丁
目
八
|

昭
和
四
十
九
年
建
設
、
小
方
町
遺
族
会
に
よ
り
建
設

碑

文

明
治
改
元
よ
り
時
移
り
星
変
り
こ
こ
に
百
星
霜
、
そ
の
問
、
あ
る
時
は
大
陸
の
戦
野

に
、
あ
る
時
は
南
漢
の
涯
に
国
に
殉
じ
て
、
花
の
命
散
せ
し
も
の
少
か
ら
ず
。
は
た

ま
た
、
世
界
最
初
の
原
爆
に
逢
い
て
痛
恨
の
最
後
を
遂
げ
た
る
も
の
多
し
、
思
う
に

今
日
の
平
和
も
繁
栄
も
、
こ
れ
ら
英
霊
の
犠
牲
な
く
し
て
は
あ
り
得
ず
。

我
等
遺
族
の
も
の
悲
痛
の
中
よ
り
発
起
し
こ
こ
に
、
こ
の
塔
を
建
立
す
。

英
霊
よ
安
ら
か
な
れ

昭
和
四
十
三
年
十
月
吉
日

大

竹

市

遺

族

会

広
島
大
学
教
授
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門

秀

撰
文

(
大
竹
市
遺
族
会
婦
人
部
長

舛
本
久
恵
記
録
)

五

十

年

を

顧

み

て

大
竹
市
後
飯
谷

l
 

l
 

--』，

本

タ
カ
代

真
珠
湾
攻
撃
で
始
ま

っ
た
、
大
東
亜
戦
争
も
昭
和
二
十
年
八
月
の
広
島
、
長
崎
の

原
爆
投
下
で
終
戦
と
な
っ
た
。
思
い
起
せ
ば
、
五
十
数
年
前
、
一
枚
の
召
集
令
状
で

祖
国
の
為
と
出
征
し
て
行

っ
た
主
人
、
昨
日
の
様
に
想
出
さ
れ
て
来
ま
す
。
戦
時
中

か
ら
終
戦
後
、
幼
い
子
供
を
連
れ
て
農
家
で
働
い
て
来
た
私
、
幸
い
自
作
で
父
母
妹

達
と
留
守
を
守
っ
て
来
ま
し
た
。
三
十
三
年
頃
未
亡
人
と
し
て
初
め
て
靖
国
神
社
へ

参
拝
し
ま
し
た
。
小
方
玖
波
の
人
六
人
で
一
緒
に
参
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
お
友
達



も
三
人
は
亡
く
な
ら
れ

二
人
は
消
息
不
明
で
す
。
そ
の
時
の
皆
様
の
苦
労
話
を
聞

い
て
私
は
ま
だ
不
幸
中
の
幸
だ
と
思
い
ま
し
た
。
年
老
い
た
父
を
助
け
て
田
甫
や
畑

仕
事
、
今
思
え
ば
年
中
良
く
働
い
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
は
長
男
も
会
社
勤
め
を
し
て
自
家
用
の
野
菜
を
作
る
だ
け
で
す
。

口
数
の
少

な
い
長
男
が
先
日
、

夕
食
の
時
、
親
父
が
居
た
ら
一
緒
に
晩
酌
出
来
た
だ
ろ
う
が
と

云

っ
た、

一
言
に
私
が
返
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
後
半
年
余
り
で
戦
地
へ
行

っ
た、

父
の
顔
も
知
ら
な
い
長
男
が
、
今
五
十
才
以
上
に
な
っ
て
、

二
人
の
子
供
の

父
親
と
し
て
、
平
凡
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、

ふ
と
思
出
し
た

一
言
で
し
ょ

ぅ
。
で
も
私
の
胸
に
は
強
く
ひ
び
き
ま
し
た
。
今
に
し
て
つ
く
づ
く
二
度
と
戦
争
は

御
免
だ
と
思
い
ま
す
。
原
爆
の
朝
は
大
豆
畑
で
草
取
り
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
ピ
カ

ツ
と
い
な
づ
ま
が
し
た
と
思
っ
た
ら
東
の
空
が
真
赤
に
な

っ
て
高
い
山
を
く
り
ぬ
く

び
き
で
し
た
。
大
竹
市
の
山
間
部
に
住
む
私
の
家
は
、
そ
の
頃
国
鉄
駅
ま
で
歩
い
て
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様
な
ご
う
っ
と
云
う
、
す
さ
ま
じ
い
音
が
し
て
、
山
ご
と
崩
れ
そ
う
な
ひ
ど
い
地
ひ

出
れ
ば
二
時
間
許
り
、
福
山
の
舞
台
に
入
隊
し
た
主
人
に
子
供
を
背
負

っ
て
、
面
会

に
行
っ
た
事
。
終
戦
後
二
十

一
年
九
月
戦
死
の
公
報
を
受
取

っ
た
事
。
小
方
町
の
元

役
場
で
合
同
葬
儀
を
し
て
貰
っ
て
、

お
骨
を
受
取

っ
て
帰

っ
た
事
。
今
は
走
馬
灯
の

様
に
頭
に
浮
ん
で
来
ま
す
。

現
在
の
平
和
が
あ
る
の
は
多
く
の
人
々
が
戦
死
し
た
、

お
陰
、

ま
た
あ
の
頃
の
全

国
民
の
愛
国
の
精
神
の
た
ま
も
の
と
思
い
ま
す
。
地
球
上
で
は
、
今
尚
、
あ
ち
、
ヲF

」

ち
、
で
紛
争
が
あ
り
ま
す
け
ど
、

一
日
も
早
く
世
界
の
平
和
が
来
ま
す
様
心
か
ら
お

祈
り
致
し
ま
す
。


